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岩田 久 (名古屋大･整形外科)･加藤文彦 ･
安藤哲洋･杉村恒人 (半田病院 ･荘形外科)
近年､腰椎椎間板ヘルニアの治療法として化学
的椎間板溶脚拓(chemonuc】eolysis)が注目され､
欧米ではその薬剤としてキモパパインが使用され､
本邦でも認可予定である｡しかしながらキモパパ
インは基質特異性に乏しい蛋白分解酵素であり､
軟骨以外の組織も破壊すること､椎間板軟骨細胞
傷害も強いことが知られている｡そのためキモパ
パインよりも安全性と組織修復性の高い酵素の開
発が望まれている｡コソドロイチナ-ゼABCは
秋丹荘田内のグリコサミノグリカンにのみ基質特
男性を有するため他の組紙を偽書しないこと､細
胞巧性も低いことがウサギを用いて確かめられて
いる｡コソドロイチナーゼABCの臨味応用を進
めるためには､ヒトに近い霊長輔の椎間板を用い
た実験は不可欠であると考え､木実験を行った｡
アカゲザル6iTulを用い､麻酔下､X線透視下に
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